
平常点 80%

学習意欲 20%

時間数 時間数

1. 4
2. 4
3. 4
4. 4
5. 4
6. 4
7. 4
8. 4
9. 4
10. 4
11. 4
12. 4
13. 4
14. 4
15. 4 60

※実務経験のある教員が担当する科目である。

〃

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。

〃

学科活動

〃

レクリエーション

〃

〃

芸術鑑賞

〃

健康診断

〃

〃

学校行事

〃

 授業の目的・ 目標

様々な場面で柔軟に対応し、協調性ある行動ができるようになる。自身の学校生活を見直し、
身の回りの清掃整理を行い、成長のステップに繋げる。

 授業の概要

イベント行事やグループ活動を通しコミュニケーションの重要性を理解する。日々の学業の振
り返りを行い、生活環境を整える。

 成績評価の方法

１.平常点（主体的な授業参加度）
２.学習意欲（授業に取り組む姿勢）

 使用テキスト ・ 教材

タブレット端末、筆記用具類

授業内容・ 授業計画

オリエンテーション

鈴木　由美　　　森脇　勘成
吉澤　優人　　　岡村　迪子

森川　真琴

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

1 通年 必修 60 2

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

コミュニケーション活動Ⅰ 講義・演習 美容・ヘアメイク科

シラバス（授業概要）
年　 度 2025年度

時間数は50分換算 科目コ ード 1



課題 40%

平常点 30%

学習意欲 30%

時間数 時間数

1. 2
2. 2
3. 2
4. 2
5. 2
6. 2
7. 2
8. 2
9. 2
10. 2
11. 2
12. 2
13. 2
14. 2
15. 2 30

※実務経験のある教員が担当する科目である。

まとめ

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。

〃

〃

情報リテラシー③

〃

情報リテラシー②

オンデマンド教材の活用

情報リテラシー①

AIの活用

〃

microsoftTeamsについて

offece365理解

offece365理解

Windows11について

 授業の目的・ 目標

自分のパソコンの使用環境を設定する。
Microsoft365（PowerPoint、Excelなどを使用できるようになる。
スマホと連携して今後の授業活動に活用できるように知識を吸収する。

 授業の概要

自分のパソコンに必要となるアプリケーションをインストールし、情報機器を連携させて活用する
ことができるようになる。具体的にはMicrosoft365環境の実装、各アプリケーションの基本的な利
用方法を習得する。Zoomを使ったリモート環境が利用できるようになる。OneDrive環境を利用した
スマホ⇔PCの連携ができるようになる。Powerpointを利用して、情報発信を行う。

 成績評価の方法

１．課題（提出さえた課題の完成度と提出率）
２．平常点（主体的な授業参加度）
３．学習意欲（授業意欲の有無、授業に取組む姿勢）

 使用テキスト ・ 教材

個人用PC、筆記用具類

授業内容・ 授業計画

オリエンテーション、インストール状況確認

鈴木　由美　　　森脇　勘成
吉澤　優人　　　岡村　迪子

森川　真琴

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

1 通年 必修 30 1

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

ITリテラシーⅠ 講義・演習 美容・ヘアメイク科

シラバス（授業概要）
年　 度 2025年度

時間数は50分換算 科目コ ード 3



定期試験 80%

授業態度・出席 20%

時間数 時間数

1. 4
2. 4
3. 4
4. 4
5. 4
6. 4
7. 4
8. 4
9. 4
10. 4
11. 20
12.

13.

14.

15.

※実務経験のある教員が担当する科目である。

 その他  関連科目

※単元ごと模擬問題を実施する。 美容保健

環境衛生　上・下水道と廃棄物・害虫

環境保全・国家試験対策・まとめ

国家試験対策・まとめ

環境衛生　環境衛生の概要

環境衛生　空気環境

環境衛生　衣服・住居の衛生感染症

公衆衛生　母子保健・精神保健感染
症
公衆衛生　成人・高齢者保健

公衆衛生　グループ・ワーク

感染症　人と感染症（歴史）

 授業の目的・ 目標

美容師は顧客の「美しく生きる」願いを叶える職業であり、従業員や顧客の健康に配慮し、衛
生管理の知識を習得することが重要です。美容国家資格に必要な知識を取得します。

 授業の概要

美容の仕事を通じて精神健康に貢献するため、人体の構造、感染所予防、公衆環境衛生の知識
をみにつけます。

 成績評価の方法

定期試験（前期・後期試験）を実施し授業態度、出席状況を
考慮して成績を評価する。

 使用テキスト ・ 教材

公益社団法人日本理容美容教育センター発行　書名：衛生管理及びワークブック

授業内容・ 授業計画

衛生管理はなぜ必要か。

鈴木　宏
森川　真琴

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

1 通年 必修 60 2

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

衛生管理Ⅰ 講義・演習 美容・ヘアメイク科

シラバス（授業概要）
年　 度 2025年度

時間数は50分換算 科目コ ード 6



定期試験 80%

授業態度・出席 20%

時間数 時間数

1. 4
2. 4
3. 4
4. 4
5. 4
6. 4
7. 4
8. 4
9. 4
10. 4
11. 4
12. 4
13. 4

14. 4 56

※実務経験のある教員が担当する科目である。

第8章　消火器系のあらまし・消化官のしくみ

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。 衛生管理

第6章　心臓と血管の働き・リンパ管の働き

第7章　呼吸器系のあらまし・気道

　　　　　肺の仕組みとガス交換・呼吸運動

第5章　平衡感覚・味覚・喤覚・皮膚感覚

第6章　血液のあらまし・血液循環

第6章　血液循環経路

第4章　神経系の成り立ち

第4章　末梢神経系とその成り立ち

第5章　視覚・聴覚

第2章　骨格器系とその働き

第3章　筋の種類とその特徴骨格筋の働き

第3章　表情筋と表情運動・美容の作
業と筋疲労

第2章　骨の種類と構造

 授業の目的・ 目標

皮膚・毛髪・人体の構造、機能に関する科学的また知識を美容技術と関連させながら学ぶ。
なぜ美容で人体の構造及び機能を関連させながら学ぶ必要があるのか考察する。

 授業の概要

安全で効果的な美容技術を提供するための基礎となるものを築く。
特に皮膚や毛髪などに関する保健衛生においては、衛生管理と関連させながら
体系的に知識の習得を行う。

 成績評価の方法

定期試験（前期・後期試験）を実施し授業態度、出席状況を
考慮して成績を評価する。

 使用テキスト ・ 教材

公益社団法人日本理容美容教育センター発行
書名：保健及びワークブック

授業内容・ 授業計画

第1章　人体各部の名称・解剖学

馬渕　佳奈子
森川　真琴

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

1 通年 必修 60 2

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

美容保健Ⅰ 講義・演習 美容・ヘアメイク科

シラバス（授業概要）
年　 度 2025年度

時間数は50分換算 科目コ ード 8



定期試験 80%

授業態度・出席 20%

時間数 時間数

1. 3
2. 3
3. 3
4. 3
5. 3
6. 3
7. 3
8. 3
9. 3
10. 3
11.

12.

13.

14.

15. 30
 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。

※実務経験のある教員が担当する科目である。

まとめ

香粧品原料Ⅳ（色材・香料水性原料）

香粧品原料Ⅴ（その他配分・ネイルまつ毛）

香粧品原料Ⅱ（水性原料・油性原料）

香粧品原料Ⅲ（界面活性剤・高分子化合物）

香粧品化学のための基礎化学（酸と
塩基・有機化合物）
香粧品概論

香粧品原料Ⅰ（香粧品の対象となる人体各部の部

位）

香粧品化学のための基礎化学（溶解
とコロイドイオンとPH）物質の構成・構

 授業の目的・ 目標

香粧品原料を主軸に美容師として必要な香粧品の「成分」「用途機能」「製品特性」等に
関する知識を身に付ける。美容師の業務の中で常に扱う化粧品・医学部外品類を
正しい使用目的で扱うことの重要性を学ぶ。

 授業の概要

ビューティークリエイターとして仕事をする上で必要な香粧品化学の基礎知識を学ぶ。
香粧品の性状や分類、安全性等を学び美容師として知識を学ぶ。

 成績評価の方法

定期試験（前期・後期試験）を実施し授業態度、出席状況を
考慮して成績を評価する。

 使用テキスト ・ 教材

公益社団法人日本理容美容教育センター発行
書名：香粧品化学及びワークブック

授業内容・ 授業計画

香粧品化学のための基礎化学（物質の構成・構造）

岸田　真里
岩本　ひとみ

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

1 通年 必修 60 2

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

香粧品化学 講義・演習 美容・ヘアメイク科

シラバス（授業概要）
年　 度 2025年度

時間数は50分換算 科目コ ード 10



定期試験 80%

学習意欲 20%

時間数 時間数

1.

2. 1
3.

4. 1
5. 1
6. 2
7. 2
8.

9. 1
10. 1
11. 1
12. 1
13. 3
14. 2
15. 2

※実務経験のある教員が担当する科目である。

第７節　近世（大正時代）

 その他  関連科目

※単元ごと模擬問題を実施する。

第４節　近世（戦国時代末期・安土桃山時代）

第５節　近世（江戸時代）

第６節　近世（明治時代）

第１節　縄文・弥生・古墳時代

第２節　古代（飛鳥・奈良・平安時代）

第３節中世（平安時代末期・鎌倉・室町・戦国）

第３節　近代の美容業・美容業

第４節　現代の理容業・美容業

第３章　ファッション文化史

第２章　日本の理容師・美容師の歴史

第１節　理容業・美容業の登場

第２節　江戸時代の理容業・美容業

第１章　第１節　総論

 授業の目的・ 目標

美容文化やファッションに関する知識や歴史を身に付け、幅広いデザイン提案ができる美容師
になることを目指す。現在は過去の上に成り立っていることを理解し、またファッションや時
事の出来事との繋がりを意識することがこれからの歴史を創っていく原動力となる。

 授業の概要

日本の理容・美容の歴史及びファッション文化史を単元ごとに進めていく。各単元の最後に小
テストを実施することで確実に知識を得る。

 成績評価の方法

１．授業への参加；遅刻・欠席の回数
２．取り組み姿勢
３．単元ごとの小テスト
４．定期試験（前期・後期）

 使用テキスト ・ 教材

参考資料の配布
文化論及びワークブック（公益社団法人日本理容美容教育センター発行）

授業内容・ 授業計画

オリエンテーション

橋本　明奈
安冨　万里子

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

1 通年 必修 30 1

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

美容文化論Ⅰ 講義・演習 美容・ヘアメイク科

シラバス（授業概要）
年　 度 2025年度

時間数は50分換算 科目コ ード 11



定期試験 80%

授業態度・出席 20%

時間数 時間数

1. 6
2. 8
3. 12
4. 10
5. 12
6. 14
7. 14
8. 14

90

※実務経験資格保持教員が担当する科目であ
る。

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。 美容実習Ⅰ、美容文化論

第5章　パーマネントウェーブ

第6章　ヘアセッティング

第7章　ヘアカラーリング

第2章　シャンプーイング

第3章　ヘアデザイン

第4章　ヘアカッティング

第1章　美容道具

 授業の目的・ 目標

美容の業務を安全かつ効果的に行うため、道具・器具・機械等の正しい取り扱いや、
理論に基づいた施術法を学ぶ。美容師の仕事に準ずる基礎知識の習得と国家試験の合格基準を
満たす土台を築く。

 授業の概要

必要に応じて、実際の道具や、画像・動画教材を使用し、理論と実際が結びつく授業を
展開する。

 成績評価の方法

定期試験（前期・後期試験）を実施し授業態度、出席状況を
考慮して成績を評価する。

 使用テキスト ・ 教材

公益社団法人日本理容美容教育センター発行
書名：美容技術理論Ⅰ及びワークブック

授業内容・ 授業計画

序章　美容技術理論を学ぶにあたって

鈴木　由美　　　岩本　ひとみ
森川　真琴

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

1 通年 必修 90 3

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

美容技術理論Ⅰ 講義・演習 美容・ヘアメイク科

シラバス（授業概要）
年　 度 2025年度

時間数は50分換算 科目コ ード 14



平常点 70%

課題点 30%

時間数 時間数

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

 関連科目

担当は国試実習資格保持者であること

５段目完成　２５分間

６段目（メイポールカール）・両サイドウェーブ

７段目（クロッキノールカール）

全頭４０分間　バランス重視

 その他

耳引き・４段目までの作成手順の理解

５段目（逆リフトカール）までの完成・接続部

馬蹄形１段目の構成とスカルプチュアカール位置

馬蹄形の理解・上部からのウェーブ作成

３段目（スカルプチュアカール）・３等分バランス理解

４段目（リフトカール）特徴理解と中央バランス

フィンガーウェーブ作成

フィンガーウェーブ・リッジ作成

両サイドウェーブ幅の完成

ローション塗布・コームの扱いと手技・理論的知
識伝達

 授業の目的・ 目標

国家試験課題である構成の理解と基礎的手技の習得
１年次に国家試験合格レベル50点を目指す

 授業の概要

美容技術の手技・正対・体重移動を学び反復練習を身につけさせ、基礎力（理論的知識）の向
上を図る

 成績評価の方法

出席率と授業に望む姿勢
チェックテストの合否
課題への取り組み
理論的理解

オールウェーブ用具類
美容技術理論教科書１

授業内容・ 授業計画

課題導入・用具類に説明・実習にあたり決まり事伝達

必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

1 通年 必修 150 5

シラバス（授業概要）
年　 度 2025年度

時間数は50分換算 科目コ ード 16

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

美容実習Ⅰ（国試オールウェー
ブ）

講義・演習 美容科・ヘアメイク科

鈴木　由美　　　岩本　ひとみ
森川　真琴

履修学年 履修学期



平常点 70%

課題点 30%

時間数 時間数

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

 関連科目

担当は国試実習資格保持者であること

実践全行程チェック　計測33分

実践全行程チェック　計測28分

実践全行程チェック　計測27分

準備時間7分間実践全行程チェック　計測27分

 その他

全行程確認　計測35分（エアーカット）

全行程チェック　計測30分（エアーカット）

実践全行程チェック　計測40分

サイドアウトライン・両サイドの作業行程0度とオンベースでつなぐ（ガイド意識）

サイドアウトライン・両サイドの作業行程のみエアーカット（15分）

全行程チェック　計測40分（エアーカット）

ベーススライシングの位置、体の向き、ブラント
カット
アウトライン・第3ブロック（行程とベースとステム）
0度と90度のシェープ

第2ブロック・第1ブロック　体の向きと距離感重視

ブロッキング・重要ポイントと規定
コームの持ち方・シェープ・パネルの持ち方

 授業の目的・ 目標

国家試験　実技・衛生減点なし

 授業の概要

国家試験課題合格レベルに値する完成度と減点項目・減点数の把握

 成績評価の方法

授業態度・授業参加率・試験結果

 使用テキスト ・ 教材

カット用具類
国試課題参考資料

授業内容・ 授業計画

国試課題（第一課題レイヤースタイル）導入

必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

1 前期 必修 120 4

シラバス（授業概要）
年　 度 2025年度

時間数は50分換算 科目コ ード 16

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

美容実習Ⅰ（国試カット） 講義・演習 美容科・ヘアメイク科

鈴木　由美　　　岩本　ひとみ
森川　真琴

履修学年 履修学期



平常点 70%

課題点 30%

時間数 時間数

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

 関連科目

担当は国試実習資格保持者であること

全頭３５分（スライス・ステム・P点）

全頭２５分（センター基準・左右対称）

全頭２２分（国試減点項目重視）

全頭20分タイム重視（早巻き１７分）

 その他

上巻きブロック構成・配置

バックサイドの構成・左右対称スライス

全頭４５分間（スライス重視）

ロッドの理解、ロッド幅・センター完成（ステム理解）

フロントブロックの理解・フロントブロック構成

サイドブロック構成・左右対称理解・ステム確認

ブロッキング構成（１２ブロック）・シェープ・ゴムか
け

上巻きの習得

下巻きの習得

ワインディングウィッグ作成準備

 授業の目的・ 目標

国家試験課題であるデザイン巻きの基礎の習得
１年次に国家試験合格レベル60点を目指す

 授業の概要

美容技術の手技・正対を学び反復練習を身につけさせ、基礎力（理論的知識）の向上を図る

 成績評価の方法

出席率と授業に望む姿勢
チェックテストの合否
課題への取り組み
理論的理解

ワインディング用具類
美容技術理論教科書１

授業内容・ 授業計画

国試ワインディングへの導入、コーム手技、ブロッキング、二重ゴム手技の習得

必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

1 通年 必修 150 5

シラバス（授業概要）
年　 度 2025年度

時間数は50分換算 科目コ ード 16

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

美容実習Ⅰ（国試ワインディン
グ）

講義・演習 美容科・ヘアメイク科

鈴木　由美　　　岩本　ひとみ
森川　真琴

履修学年 履修学期



主体的な授業参
加度

40%

学習意欲 30%

実技テスト 30%

時間数 時間数

1 2
2 4
3 4
4 4
5 4
6 4
7 4
8 4
9 4
10 4
11 4
12 4
13 4
14 4
15 4ショートスタイル

 その他  関連科目

※実務経験のある教員が担当する

グラデーション＆ブロードライ

グラデーション＆ブロードライ

ショートスタイル

前期テスト　カット＆ブロー

グラデーション

グラデーション

Aラインレイヤー

Aラインレイヤー＆ブロードライ

Aラインレイヤー＆ブロードライ

ワンレングス＆ブロードライ

ワンレングス＆ブロードライ

Aラインレイヤー

ワンレングス

 授業の目的・ 目標

カットやブローに基礎を習得する。

 授業の概要

道具類の扱いやカットの基礎を学ぶ。ワンレングス、Aラインレイヤー、グラデーション、
ショートスタイルのカット手順の習得

 成績評価の方法

1,主体的な授業態度　2,学習意欲　3,実技テスト

 使用テキスト ・ 教材

シザー、コーム、ダックカールピン、デンマンブラシ、ロールブラシ、ドライヤー

授業内容・ 授業計画

道具の使い方　頭部の名称と理解　

鈴木　由美　　　岩本　ひとみ
森川　真琴

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

1 通年 必修 60 2

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

美容実習Ⅰ（カット＆ブロー） 講義・演習 美容科

シラバス（授業概要）
年　 度 2025年度

時間数は50分換算 科目コ ード 16



平常点 100%

時間数 時間数

1 2
2 2
3 2
4 2
5 2
6 2
7 2
8 2
9 2
10 2
11 2
12 2
13 2
14 2
15 2スタイル発表

 その他  関連科目

※実務経験のある教員が担当する

トーンダウンセンターエンド/オンカラー

フリースタイル

フリースタイル

テスト

カラーレシピ

トーンダウンセンターエンド/オンカラー

1stブリーチ

トーンダウンルーツ

トーンダウンルーツ

白髪染め

トーンアップ

1stブリーチ

白髪染め

 授業の目的・ 目標

「信頼とお金を稼げる美容師1年目」のために即戦力となる美容師の育成。

 授業の概要

カラー技術における基礎〜最先端のスキル習得を主としたカリキュラムとともに、
自らレシピ考案が可能となる理論と実践を組み込むことにより即戦力の美容師を育成。

 成績評価の方法

定期テスト 70%
受講態度他 30%

 使用テキスト ・ 教材

ハケ 赤2/黒2
カップ 赤2/黒2
トレーニングクリーム/TRC×2/2710g
ウィッグ5体

授業内容・ 授業計画

カラー種類

鈴木　由美　　　岩本　ひとみ
森川　真琴

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

1 通年 必修 60 2

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

美容実習Ⅰ（カラー） 講義・演習 美容科

シラバス（授業概要）
年　 度 2025年度

時間数は50分換算 科目コ ード 16



主体的な授業参
加度

20%

学習意欲 20%
オーディション 60%

時間数 時間数

１ 1
２ 1
３ 1
４ 1
５ 1
６ 1
７ 1
８ 1
９ 1

１０ 1
１１ 1
１２ 1
１３ 1
１４ 1
１５ 1

 関連科目

ドライヘッドヘッドスパの外部講師を呼び授業

ウェットヘッドスパとはIモデルを使い実技

ヘッドスパ＋シャンプー。一連の流れを完成させる

ⅠⅡⅢの授業の学んだことの一連の流れを完成させる

 その他

シャンプーオーディション（自己採点　他者採点　Lv.1）

シャンプーオーディション（自己採点　他者採点　Lv.1）

ヘッドスパとは、種類や効果、頭皮の見極め

頭のツボ、反射区を学ぶ　課題を考える

Iモデルへのシャンプー～マッサージ　課題の共有

前回の反省を振り返り、ドライまで行う

前回の反省を踏まえたIモデルへの
シャンプー
マッサージを学ぶ（手　肩　頭　首）

マッサージオーディション　他者評価

Iモデルへの前回の反省を活かした
シャンプーやドライ

 授業の目的・ 目標

・お客様を不快にさせない声掛けや所作を身につける
・モデルの髪や頭皮の状態を見極め適切な判断ができる
・基本のシャンプーからトリートメント、SPAを学び提案できる

 授業の概要

入客することを前提としたシャンプーを行う。技術を習得すること以前に「お客様を不快にさ
せない」ことや、入客する際のコミュニケーションも重点的に行う。

 成績評価の方法

1,主体的な授業態度　2,学習意欲　3,オーディション

 使用テキスト ・ 教材

シャンプー　トリートメント　アウトバス　炭酸　タオル　シャンプークロス　スタイリング
に要する物（アイロン・スタイリング剤）

授業内容・ 授業計画

一連の流れの習得、モデルへの実践シャンプー

必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

1 前期 必修 30 1

シラバス（授業概要）
年　 度 2025年度

時間数は50分換算 科目コ ード 16

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

美容実習Ⅰ（シャンプー＆スパ&カ
ウンセリング）

講義・演習 美容科

鈴木　由美　　　岩本　ひとみ
森川　真琴

履修学年 履修学期



1 30%

2 30%

3 40%

時間数 時間数

1 2
2 2
3 2
4 2
5 2
6 2
7 2
8 2
9 2
10 2
11 2
12 2
13 2
14 2
15 2模擬試験レッスン②実技試験内容

 その他  関連科目

※実務経験のある教員が担当する

化粧水・乳液～ベースメイク

ポイントクレンジング～ベースメイクトータルレッスン

模擬試験レッスン①実技試験内容

ベースメイクテクニック、チーク

スキンケア～ベースメイク

ポイントメイク（ベーシック）

ベースメイクテクニック

ベースメイクテクニック

顔の立体、ハイライト、ローライト

道具、モデルのセッティング、技術の
スタンス
スキンケアについて、クレンジング（ポ
イント全体）
クレンジング～スキンケアテクニック

顔の成り立ち、筋肉、皮膚について

 授業の目的・ 目標

JMA3級を目指す
メイクアップの基礎を学び知識と土台となる技術が身につき、できるようになる

 授業の概要

メイクアップの基礎技術、知識、特に他者に触れる時の気配りを技術を通して学び、職業とし
てメイクアップにかかわる心得を身につける

 成績評価の方法

１，平常点（主体的な授業参加度）
２，学習意欲（取り組む姿勢。マナー、社会人としての礼儀）
３，試験結果（点数）

 使用テキスト ・ 教材

日本メイクアップ技術検定試験公式テキストGRADE3,2、筆記用具、鏡、UTOWAメイクアップ、
道具一式、消耗品など美容に技術に必要な品物、ドール、クランプ

授業内容・ 授業計画

メイクアップの前に3級試験要項、道具検品、配列、スタンス

徳差　あつこ

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

1 後期 必修 30 1

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

美容総合実習Ⅰ（JMA3級） 講義・演習 美容科

シラバス（授業概要）
年　 度 2025年度

時間数は50分換算 科目コ ード 18



平常点 60%

課題・演習 30%

筆記試験結果 10%

時間数 時間数

1. 1
2. 1
3. 1
4. 1
5. 1
6. 1
7. 1
8. 1
9. 1
10. 1
11. 1
12. 1
13. 1
14. 1
15. 1

※実務経験のある教員が担当する科目である。

ラッシュリフト技術実習②

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。

フラットラッシュ装着試験（40本）、学科②

全体オフ、ラッシュリフト基礎座学

ラッシュリフト技術実習①

シングルエクステ装着実習

ポイントオフ、フラットラッシュ装着実習

フラットラッシュ装着実習、試験項目説明

デザイン装着実習、ナチュラルデザイン

デザイン装着実習、キュートデザイン

カラーエクステ装着実習

フラットラッシュ装着実習、ポイントオフ

フラットラッシュ装着実習、仕上がりチェック

全体オフ、学科試験①

目元保護テープの貼り付け、装着実習

 授業の目的・ 目標

・まつ毛エクステ装着の基礎知識、基礎技術を身につける。
・ラッシュリフト施術の基礎技術を身につける。

 授業の概要

・シングルエクステ、フラットラッシュの装着の基礎技術の習得を目指します。
・施術に関連するエクステンションのオフ技術の習得を目指します。
・ラッシュリフト実践技術の習得を目指します。

 成績評価の方法

1.平常点（授業に取り組む姿勢）
2.課題・演習（技術の完成制度）
3.筆記試験結果

 使用テキスト ・ 教材

テキスト：まつ毛エクステンション基礎
教材：ツィーザ、エクステンション、グルー、リムーバー、ラッシュリフトロッド
　　　リフト薬剤

0. 3

まつ毛エクステンション基礎座学

田中　成佳

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

1 前期 必修 30 1

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

美容総合実習Ⅰ（アイラッシュ） 講義・演習 美容・ヘアメイク科

シラバス（授業概要）
年　 度 2025年度

時間数は50分換算 科目コ ード 18



筆記試験 50%

課題・演習 30%

平常点 20%

時間数

1. 2
2. 2
3. 2
4. 2
5. 2
6. 2
7. 2
8. 2
9. 2
10. 2
11. 2
12. 2
13. 2
14. 2
15. 2

社会人への意識改革、企業が求める人物像、マ
ナーの重要性、CSについて
ビジネスマナー①（第一印象、挨拶、姿勢、身だ
しなみ）　＜演習＞

※実務経験のある教員が担当する科目である。

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。

ビジネスマナー②（言葉遣い、印象度アップの話
法）
敬語、言葉遣いに関する小テストの実施、答え
合わせを行いながら解説　＜小テスト＞

ビジネスマナー③（電話応対）　　　　　　　　　

 使用テキスト ・ 教材

・A4クリアファイル（ポケットファイル30枚～40枚程度）
・ノート（ルーズリーフ）　・筆記用具
・タブレット

授業内容・ 授業計画

1．筆記試験（小テスト、学期末試験等の実施）

オリエンテーション（シラバスの説明、授業の進め方、成績評価について）　　他己紹介

 授業の目的・ 目標

・社会人としての考え方、ルールやマナーを身につける。
・サービス業に求められる基本的な接客スキルを身につけ実践できるようになる。
・就職活動に向けての心得と対策を学ぶ。

 授業の概要

・社会人として必要となるビジネスマナーの習得を目指します。
・サービス業で必要となるおもてなしの心とは何か、またその表現方法の習得を目指します。
・就職活動に対する意識を高め、企業が求める人材育成を目指します。

 成績評価の方法

吉竹　てるみ

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

1 前期 必修 30 1

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

キャリアⅠ 講義・演習 美容科・ヘアメイク科

シラバス（授業概要）
年　 度 2025年度

時間数は50分換算 科目コ ード 22

接客サービス①（お客様に喜ばれる接客について考える）

接客サービス②（待機姿勢、表情コントロール、お出迎えとお見送りの挨拶）＜演習＞

テスト前の復習と学期末試験の実施　＜学期末試験＞

学期末試験の解答と解説、授業総まとめ

自己分析

自己紹介書の書き方

履歴書書き方

添削

まとめ



作品 80%

授業態度・出席 20%

時間数 時間数

1. 2
2. 4
3. 4
4. 10
5. 8
6. 2

30

※実務経験のある教員が担当する科目である。

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。

品評会

プレゼンテーション

作品作り

フォトシューティング

ムードボード作成

 授業の目的・ 目標

１年間の学びを活かし、それぞれの個性を表現する。

 授業の概要

モデルを使用し、
ヘア・メイクはもちろん、トータルの施術で自分を表現する作品に仕上げる。
モデルをフォトに収める。

 成績評価の方法

作品、授業態度、出席状況を考慮して成績を評価する。

 使用テキスト ・ 教材

各自必要な道具を準備

授業内容・ 授業計画

アイデア出し

鈴木　由美　　　森脇　勘成
吉澤　優人　　　岡村　迪子

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

1 通年 必修 30 1

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

修了制作 講義・演習 美容・ヘアメイク科

シラバス（授業概要）
年　 度 2025年度

時間数は５０分換算 科目コ ード 23
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